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図4 牛の増体
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北里大学獣医学部附属フィールドサイエンスセン
ター八雲牧場では1994年より循環型畜産に取り組ん
でいる。2005年からは持続的循環型畜産を確立する

ために、化学肥料や除草剤の使用を中止した。中止
したことにより収穫量、資材 コスト、マメ科牧草など
の状態が変化してきている。

図1 土壌の化学性 図3 給与飼料の成分値

本研究では化学肥料無施用草地から調製したサイレージのみで冬期間飼養した日本短角種の増体成績について検討した。

２００２年度から２００４年度までの化学肥料併用時期の草地を化学肥料施肥草地（ＣＭ）２００５年度から２００７年度までの化学肥料無施用草地を有機型草地（ＯＭ）とした。両区から収穫されたグラ
スサイレージおよびそのサイレージを給与した各区５頭ずつの日本短角種について調査した。また両区におけるマメ科牧草の冠部被度と土壌の化学性についても調査した。

我が国において実規模での化学肥料無施用草地の維持管理技術および自給粗飼料のみによる肥育技術は確立されていない。
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【目 的】

【材料と方法】

【結 果】

畜産を取り巻く環境
・函館から北へ約８０㎞の八雲町

・年間降水量：約1500mm

・年間平均気温：約7.5℃

・敷地面積：約350ha

（採草地：約90ha 放牧地：約70ha 林野地：約190ha）

・草種：OG・TY・RCG・WC・RC

・飼養方法：夏山冬里方式（５～１０月放牧、１１～４月舎飼）

・自給粗飼料100％肥育

八雲牧場は…

２００５年度２００４年度

・収穫量：？

・資材コスト：？

・マメ科牧草：？

・収穫量：多

・資材コスト：高

・マメ科牧草：少

自家産完熟堆肥

化学肥料・除草剤 化学肥料・除草剤 中止

化学肥料施用草地と比較して、化学肥料無施用草地ではマメ科牧草により草地の生産力が維持される傾向が見られ、

日本短角種の増体成績には影響がないことが確認された。
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図2 各区におけるマメ科牧草の

冠部被度

八雲町：土作りの基礎知識から抜粋

：基準範囲：基準範囲

日本短角種の舎飼い時１年目、2年目の増体成績はCM区
およびOM区で有意な差はなかった。また、出荷体重において
OM区で低い傾向が見られたが、有意な差はなく、日増体量に
ついてもCM区で0.69㎏、OM区で0.66㎏と有意な差は認めら

れなかった（図４）。

土壌化学性では、pH以外の全ての項目で八雲町の平均
とは異なったが、CM区とOM区の間に有意な差はなかった
（図１）。マメ科の牧草の冠部被度ではCM区では１０％以下
であったが、OM区では１０～３０％と高い値を示した（図２）。

グラスサイレージの成分はTDNおよびCPで両区に有意
な差は見られなかったが、OM区が高い傾向を示した。ま
た、グラスサイレージ中のカルシウム含有量がOM区で高

い傾向があり、これはマメ科牧草の占有率の増加による
ものと考えられた。

収穫量、TDN収量およびCP収量の経年変化では、化

学肥料を中止した年度にすべて低い値あったが、２００６
年度以降は増加傾向を示した（図３）。

0-5㎝で採取

牛の増体への影響は？？

・体重測定
・日増体量
・出荷時体重

・TDN（分析値より算出）
・CP（全N量より算出）
・CaO ・収穫量

・pH（イオン電極法）, ・植生調査（冠部被度）

・P2O5（トルオグ法）,
・K2O,CaO,MgO

（炎光光度法、原子吸光光度法）
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グラスサ イレージ成分の比較 各区におけるグラスサ イレージ中の
Ca含量


